
社団法人 電子情報通信学会
THE INSTITUTE OF ELECTRONICS,
INFORMATION AND COMMUNICATION ENGINEERS

信学技報
TECHNICAL REPORT OF IEICE.

新しいコンピューティングパラダイムにおける
ユーザ・クライアントのあり方に関する一考察

飯尾 淳† 岡田 忠††

† 株式会社三菱総合研究所 情報技術研究センター
〒 100-8141 東京都千代田区大手町二丁目 3番 6号

†† 国際化 JP株式会社
〒 101-0047 東京都千代田区内神田一丁目 1番 5号 ベンチャーKANDA 407

E-mail: †iiojun@mri.co.jp, ††tadashiman@mrj.biglobe.ne.jp

あらまし SaaSやクラウドコンピューティングといった新しいコンピューティングパラダイムについて言及されると
き，多くの場合はサーバ側の議論に終始し，それらの計算環境から提供されるサービスを利用するユーザ側のクライ
アント環境に関する指摘が加えられることは少ない．しかし実際にはユーザ側のクライアント環境が整備されていな
ければそれらのサービスを利用することはできず，さらに現状ではクライアント環境がシステム全体に与える影響も
小さくない．本稿では，この現状を整理するとともに，新しいコンピューティングパラダイムにおけるユーザ・クラ
イアントのあり方，および，理想的なコンピューティングパラダイムの実現に向けたオープンソース・ソフトウェア
（OSS）の活用と，今後，その実現に向けて整備すべき項目について論じる．
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Abstract Discussions on a novel computing paradigm such as SaaS and cloud computing usually focus on server–
side issues, and it is quite rare that the client-side environment, which needs to be used as a part of the novel
computing paradigm system, is pointed out. However, users cannot get any benefits provided from such services,
if users’ clients are not appropriately configured. Furthemore, in many existing cases, the whole system highly
depends on the configuration of users-side environment. In this paper, the current situation of the client-side is
sorted out and an ideal image of client environment in the novel computing paradigm is proposed. In addition, in
order to realize such the ideal situation, possibility on utilization of the Open-Source Software (OSS) is discussed.
Key words OSS, Desktop Environment, User Client, Vendor Lock-in, Diversity

1. は じ め に

メインフレームをダム端末で利用する時代からクライアン
ト・サーバによる分散化，そしてWebコンピューティング時
代を経て，クラウドコンピューティングに代表される新しいコ
ンピュータパラダイムの実現が眼前に迫っている．この新しい
コンピューティングスタイルでは，各種の計算機資源の所在を

意識することなくサービスのみを利用する点がこれまでのコン
ピューティングと大幅に異なるとされている．

SOA，XaaS，グリッドコンピューティング，クラウドコン
ピューティングなど，IT システムの「サービス化」に関して
は，それらを実現する技術や ITシステム構築・運用に焦点を
当てた議論が多く，話題の中心はサービスを提供するサーバ側
の議論に終始する傾向がある．しかし実際にはそれらのサービ
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図 1 クラウドコンピューティングの概念
Fig. 1 an image of cloud computing

スはクライアント環境を介してユーザに提供され，またユーザ
が直接操作する対象もユーザのクライアントシステムである．
本稿では，2章でクラウドコンピューティング等におけるユー

ザ端末の現状と問題点を指摘し，3章で OSSデスクトップ普及
に関する活動の経緯と目的を紹介する．さらに 4章で OSSデ
スクトップの状況を説明し，5章で OSSデスクトップがクラウ
ドコンピューティングの理想像に近づく解を与える可能性を示
す．6章でまとめとして今後の展望について述べる．

2. クラウドコンピューティングとユーザー端末

先に述べたように，現在は急速にソフトウェアのサービス化
が進んでいる．そのような環境では，計算がどこで行われてい
るか，あるいはデータはどこに格納されているかを意識するこ
とがなく，ユーザは眼前のターミナルで全てのサービスを利用
することが可能である（図 1）．
クラウドコンピューティングの理想的な状況は，サーバ（クラ

ウド）にアクセスする手段は標準的なプロトコルが定められ，ク
ライアントの実装には依存せずサービスを受けることが可能な
状況である．例えば，WebコンピューティングではHTTPで通
信が行われ，コンテンツの表現は HTML（XHTML, DHTML

等）と ECMA Scriptにより実現することで，Webブラウザの
種類を問わずアクセスできることが理想である．
しかし後で述べるようにそのような理想的環境は必ずしも実

現していない．W3Cの勧告する仕様の曖昧さや実装上の問題，
歴史的経緯など様々な理由によりWebブラウザの非互換問題
が存在し，本来は交換可能であるはずのクライアントを，一種
に特定しているシステムは多い．
また現在経済産業省が進めている中小企業向け SaaS活用の

ワンストップサービスである “J-SaaS” [1]でも，クライアント
は特定のプラットフォームが指定されており，それ以外のクラ
イアント環境からは部分的な利用もしくは全く利用できないと
いう制限がある．
ただしこの問題はクラウドコンピューティングに限った問題

ではない．標準的な通信プロトコルのみに依存し，サーバとク
ライアントが確実に分離されているシステムであればサーバの
み，あるいはクライアントのみを対象としたシステム更改が可

能である．しかしシステムが特定のクライアントに依存してい
る場合，システム全体を新しくしなければならない．
一般的なユーザは保守的であり，慣れ親しんだクライアント

を新しくすることを望まない．現在，クライアント OSとして
広く普及しているWindows XPのサポートが切れる段階に至っ
ており，結果としていつまでも古いシステムを使いつづけるこ
とになるという問題が顕在化してきた．

3. OSSデスクトップ普及戦略検討TF

前述の課題を解決するためにデスクトップ分野での OSS活
用が検討されている．本章ではその活動を簡単に紹介する．

3. 1 活動の目的
OSS はサーバ分野で普及が先行した．しかしユーザが直接

利用するデスクトップ分野でもその利用価値は高く，技術的な
障害は現在ほとんど存在しない．にも関わらず，OSSのデスク
トップ分野での普及は諸処の理由から進んでいない．
日本 OSS推進フォーラムは，OSSの活用推進に関して様々

な活動を行っている．そのなかの，OSSのプラットフォーム利
用を検討するプラットフォーム部会においてデスクトップ普及
戦略検討タスクフォースが設置されている．
本タスクフォースでは，OSSを活用して日本における IT産

業の基礎力を強化するために，サーバ分野，組み込み分野等プ
ロフェッショナル領域のみならず，一般を対象とした周辺領域
での OSS 活用も重要との認識の下で，新しいコンピューティ
ングパラダイムの推進に資することも視野に入れて OSSのデ
スクトップ分野における普及を目的とした活動を進めている．

3. 2 現在までの経緯
日本 OSS 推進フォーラムでデスクトップの普及が課題とし

て認識され，何がしかの対策を検討しなければならないと研究
会（タスクフォース）が設置された経緯は 2005年に遡る．
クライアント用途における OSSの可能性を実証するために，

2004 年から 2008 年にかけて教育分野での実証事業が行われ
た [2], [3]．その際，OSS推進を阻む課題として，教材コンテン
ツが特定のプラットフォームに依存している問題が存在するこ
とを筆者らは指摘 [4]し，その解決に対する検討の必要性を主
張した．その活動の一端は，5章で述べるWebコンテンツ非互
換問題の解消に繋がっている．一方で，技術的な問題解決のみ
ならず，OSSデスクトップの普及には様々な活動を行わなけれ
ばならないとの認識が広がり，2006年に OSS推進フォーラム
のデスクトップ部会（当時）に課題抽出タスクフォースが設置
された．
課題抽出タスクフォースの活動成果として，デスクトップ部

会から調査結果と解決策 [5]が提案されている．同タスクフォー
スは翌年も活動を継続し，2008年には日本 OSS推進フォーラ
ム部会再編に合わせてデスクトップ普及戦略検討タスクフォー
スに引き継がれた．

4. OSSデスクトップの現状

2章で述べたように，Windows XP（およびそれ以前）を前提
としたシステム構築や Internet Explorer 6を前提としたWeb
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図 2 文書管理システムの添付文書種類
（出典：会津若松市「OpenOffice導入経過報告」）

Fig. 2 attached documents of document management system

アプリケーション等では，「固定化されたクライアント環境の寿
命問題」が顕在化する恐れがある．これらはいずれサポートが
終了し，システム更新もできなくなってしまう．この状況を改
善するためには「オープン標準」前提のシステム構築への意識
改革が必要であり，OSSを利用すればさらに透明性を確保する
こともできる．
代替としてのクライアント環境を考慮した際，OSS デスク

トップは有力な候補である．技術的な問題はほとんど解決して
おり，あとは利用者のマインドセットを変えることができれば
普及も進むであろうと目されている．

4. 1 OSSデスクトップアプリケーション
一般的なデスクトップ環境では，クラウドや SaaS，Webコ

ンピューティングのクライアント端末にシフトしつつも，依然
としてデスクトップローカルでアプリケーションを実行する利
用法が中心的であることが，問題をやや複雑にしている．すな
わち，利用したいWebアプリケーションがブラウザに依存し
ないことから OSS環境へ移行できたとしても，ローカルで利
用したいアプリケーションが特定プラットフォームに依存して
いるために完全な移行が不可能であるという例は多い．
最も影響力の大きいアプリケーションは，ワープロや表計算

ソフト，いわゆるオフィス・スイートであろう．これらに関し
ては，流通する文書データあるいは蓄積されたデータ資産に大
きく依存し，なかなか移行が進まない状況となっている．
しかし最近になりようやく進展の傾向が見られるようになっ

た．2008年の 5月には，会津若松市役所庁内 850台の PCにつ
いてOpenOffice.orgを導入，OSSデスクトップアプリケーショ
ンへの移行を進めることが決定した．全台に既にインストールさ
れ，そのうち 240台はオフィス・スイートとしてOpenOffice.org

のみを利用しているという状況である．
図 2 は 2008 年 4 月から 12 月にかけて文書管理システムに

登録されていた文書形式について，その比率の推移を示した
ものである．4 月の時点でわずか 5.5%であった ODF（Open

Document Format）文書が，12月の時点では 37.0%と 3割以
上に増えている点が興味深い．
また図 3は 2006年度から 2008年度にかけて残業時間の平均

を調査した結果を示している．これをみると，OpenOffice.org

に移行したからといって残業時間が増えていることはなく，生

図 3 時間外勤務時間の推移
（出典：会津若松市「OpenOffice導入経過報告」）

Fig. 3 trend of overtime hours

図 4 ネットブック開発者インタビュー
Fig. 4 interview with a net-book developer

産性は変わっていないことが分かる．
4. 2 UMPCと OSS

また世界的に流行している UMPC（Ultra Mobile PC）で
は，OSとして Linuxを採用している例が日本以外で確実に増
えている．図 4に，台湾のメーカーにおけるネットブック開発
者にインタビューした記事 [6] から関連する部分を引用し，図
示した．この開発者によれば，このメーカーでは UMPCの 3

割は既に OSSデスクトップ環境がインストールされて出荷さ
れているという．
また UMPCの隠れた機能として Splashtopと呼ばれる瞬間

起動機能がある．これは BIOSに Linuxをベースとしたデスク
トップ環境が組み込まれており，機能限定版の OSが数秒で起
動するというものである．機能限定版とはいえ，Webブラウザ
や Skypeといった必要最低限のアプリケーションを実行するこ
とができ，うまく利用すればクラウドコンピューティングのク
ライアント環境として位置付けることも可能である．

5. ロックインの回避

ところで OSSデスクトップ環境が十分に実用性を有すると
いえ，その他のデスクトップ環境を排除しようとしているわけ
ではない点を再度強調しておきたい．本質的な点は，サーバ・
クライアント間に特別な依存関係を排除し，選択肢の 1つとし
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て複数の候補からクライアント環境を選び，自由にシステムを
構成できるような状況の実現にある．さらにベンダによるロッ
クインを外すことで競争を自由化し，技術的に優れたシステム
をより安価に構築できるようになるという利点も得られる．

5. 1 Web非互換問題
ロックイン回避の具体例として，Webコンテンツの非互換問

題を挙げる．
Web アプリケーションは，サーバとしてアプリケーション

サーバやWebサーバ，DBサーバが利用され，クライアントに
はWebブラウザが使われる．それらのインタフェースはHTTP

や SQL，HTML，ECMA Scriptといった標準仕様が定められ
ており，理想的には各コンポーネントは可換とされているはず
である．しかし実際には，仕様に曖昧な点がある，仕様の解釈
が間違っている，ブラウザの実装に問題がある，歴史的経緯か
ら独自機能を実装しているなどの理由があり，あるブラウザか
らアクセスすると正しく動作するが，別のブラウザからアクセ
スしても適切な動作を期待できないというWebアプリケーショ
ンも多い．さらにテスト工程のコスト削減を理由に，アクセス
可能なブラウザを限定しているシステムは非常に多い．
この問題を排除することを目標として，筆者らはこのような

非互換問題がどのくらい存在するかを調査した [7]．現在その調
査結果に基づき，明示されない非互換問題を回避できるように
Webデザイナを支援するツールとデータベースの開発を進めて
いる [8]．
このような考え方は，Webベースのシステムだけでなく，今

後ますますサービス化していくコンピューティング環境の研究
開発を進める上で，ユーザからアクセスする手段の多様性をど
のように担保するかに有効な示唆を与える．具体的には，先ほ
ど述べた ODFについても同様の状況が発生すると考えられる．
今後のユーザ・クライアントは，PCだけでなくモバイル端

末や携帯電話からのアクセスも視野に入れる必要があり，その
多様性は増す一方である．本稿で議論するクライアントのあり
方は今後さらに検討されることになると考える．

6. お わ り に

デスクトップ普及戦略検討タスクフォースでは，以上で論じ
た内容を踏まえて少しでも理想的な状況に近づけるべく活動を
続けている．ここでは今後の展望として，2点，現在検討して
いる活動の要点を述べる．

6. 1 情報提供環境の整備
以前から指摘されてきた課題の 1つに，情報提供環境の不備

が挙げられる．大規模な導入を進めるにはサポート業務が不可
欠である．しかしこれまでは「導入事例が無いからサポート業
務を始められない」⇀↽「サポートが無いから導入できない」と
いう悪循環が生じていた．この悪循環を打ち切り，「導入事例を
参考にしてサポート業務を提供する」⇀↽「サポートを活用して
上手に導入する」といった好循環に転じるためには，情報提供
環境を整備することが有効である．
独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が運営している OSS

iPedia には，OSS の導入事例を集めたデータベースが存在す

る．OSS デスクトップ導入事例に関する情報提供環境として
有力な手段と考えられる．ただし OSS iPediaに登録されてい
る導入事例は，サーバ構築事例が中心である．また登録フォー
マットもサーバ向けに用意されており，デスクトップ導入事例
には適さない項目もある．そのため，タスクフォースではこの
問題を検討し，IPAに対してデスクトップ導入事例を容易に登
録できるよう改修を依頼した．

6. 2 問題解決への方策検討
OSSをベースとするユーザ・クライアントの利用において，

環境技術的な課題はまだ残されているとはいえ，日常の利用で
はほぼ問題ないところまで整備されている．それは既に導入事
例が増えていることで説明した．いま解決すべき問題は利用者
のマインドセットを変革すること，とくに企業においては経営
層や導入決定権を持つ経営企画や情報システム部門へのアピー
ルが重要である．
いまはちょうど既存路線踏襲が本当に正解かどうかを再考す

べきタイミングにある．OSのアップデートや，オフィス・ス
イートのバージョンアップにかかるコストは無視できない．よ
く指摘されるように，OSSに移行してもコストはかかる．しか
しどうせコストがかかるならば，冷静な判断を下し，OSS移行
のメリットを再検討すべきであろう．
ユーザ・クライアントを更新する際に，長期的な視点に立つ

とトータルコストはどうなるか? 単純にバージョンアップして
終わりで OKなのか? といった観点から再検討することが望ま
しい．また ODF対応によるデータベース連携など、OSSの発
展性にも期待したい．いずれにしても，新しいコンピュータパ
ラダイムにおける柔軟なユーザ・クライアント環境の実現に向
けては，OSS活用の検討が効果的である．
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